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令和５年度（第６９回）日高支部通常総会 開催

～事業計画（案）ならびに予算（案）を確認～

３月に開催予定の（一社）北海道建築士会通常総会に先立ち、１月２１日（土）、新ひだか町のホテル

ローレルにて、日高支部通常総会が開催されました。

山下 支部長によるあいさつの後、事務局より①定数の報告及び会員の動静、②令和４年度事業報告、③令

和４年度収支決算報告、④監査報告の５件の報告事項、①令和５年度事業計画（案）、②令和５年度収支予

算（案）の２件の議案が提案され、すべて承認されました。総会終了後は清水 まちづくり委員長をお招きし、

まちづくりとの関わり、まちづくりへの思いについてご講演いただきました。

本総会では、令和６年度全道大会の日高開催が正式に決定しましたことから、新たに準備委員会を立ち上

げプロジェクトを進めていくことが報告されました。来たる大会開催へ向けて、支部一丸となって盛り上げ

ていきましょう。

講演後は懇親会が執り行われ、池田 相談役の乾杯の後、懇談をはさみながら、豪華景品が並ぶ恒例のＢＩ

ＮＧＯ大会と、楽しいひとときとなりました。木原 相談役の締めのあいさつによりつつがなく総会を終える

ことができました。

令和４・５年度 役員体制

支 部 長 山 下 聡（新ひだか町）

副支部長 村 田 貞 光（新 冠 町）

〃 菊 地 峰 生（え り も町）

事務局長 高 橋 幸 二（新ひだか町）

理 事 門 野 智（日 高 町）

〃 津 川 司（平 取 町）

〃 池 均（新 冠 町）

〃 古 川 昌 広（ 〃 ）

〃 森 勝 利（新ひだか町）

〃 森 田 正 広（ 〃 ）

〃 三 嶋 克 昭（ 〃 ）

〃 田 村 勝 弘（ 〃 ）

〃 高 田 良 一（浦 河 町）

〃 大 谷 晃 平（ 〃 ）

〃 小 田 貢（ 〃 ）

〃 田 頭 教 行（様 似 町）

〃 岡 崎 忠 智（え り も町）

監 事 谷 山 茂 樹（新ひだか町）

〃 齋 藤 智 光（新 冠 町）

顧 問 土 井 宗太郎（浦 河 町）

相 談 役 木 原 宗 孝（新ひだか町）

〃 池 田 尚 登（様 似 町）

青年委員長 亀 田 誠（新ひだか町）

副委員長 津 山 浩（ 〃 ）

〃 久 保 美津之（え り も町）

幹 事 前 田 智 洋（日 高 町）

〃 磯 田 良 和（ 〃 ）

〃 栗 山 匠 太（新 冠 町）

〃 草 野 潤（ 〃 ）

〃 西 村 修 司（ 〃 ）

〃 伊 藤 涼 輔（新ひだか町）

〃 隅 谷 耕太朗（ 〃 ）

〃 大 野 啓 輔（浦 河 町）

〃 松 田 剛 之（ 〃 ）

〃 酒 井 高 史（ 〃 ）

〃 渡 邉 忍（様 似 町）

〃 岩 間 孝 太（え り も町）

日高管内の会員１６名が出席

清水まちづくり委員長講演 懇親会の様子



:

: （一社）北海道建築士会日高支部

〒056-0017

日高郡新ひだか町静内御幸町

1-1-42　静内産業土建㈱内

TEL 0146-42-1395

FAX 0146-42-2943

: 山下　聡

: 亀田　誠

令和５年　３月　３０日発行年月日

発　行　元

発行責任者

編集責任者

日高支部だより2023.vo1 2
Hokkaido Kenchikushikai

全道青年委員会連絡会議 開催
～『つなぐ、つながる建築士会』～

３月１８日（土）、札幌市かでる２・７ ８２０研修室で、令和５年

全道青年委員会連絡会議が開催され、全道４６名の各支部青年委員会役

員等が参集し、当支部からも亀田 青年委員長、隅谷 幹事の２名が参加

しました。

この会議は、各支部青年委員長をはじめとする全道の青年委員参集の

もと、一年間の青年委員会の事業方針、事業計画及び予算について報告

するとともに、建築士の育成を目的とした研修会等を行い、青年層の資

質の向上を図る場として開催しています。

会議の後、本年についても研修会を開催。株式会社サッコウケン確認

検査部の中山様、北名様を講師に招き、２０２５年に改正となる建築基

準法及び省エネ法について、講演を拝聴しました。住宅の省エネが義務

化され、それに伴い建築基準法も大幅な改正となることから、身近な

「住宅」に関する本研修は大切な情報共有となりました。

久しぶりの懇親会では、恒例となっていた建築に関するクイズ大会を

再び開催。現場で働く人間として知っておくべき、「重量」と「長さ」

を各テーブルで協力し合いながら当てるという難問に立ち向かいました。

真剣勝負のみならず、お馴染みのボケとともに楽しいひと時を過ごすこ

とができました。

本部青年委員会

高野会長挨拶

佐々木青年委員長報告

全国大会の報告＝札幌支部

懇親会の様子
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第１回道南ブロック協議会 開催
～ＤＥＮＺＡＩ環境科学館・室蘭市図書館「えみらん」の見学～

４月２２日（土）、本年度最初の道南ブロック協議会が室蘭市で開催

され、亀田 青年委員長が出席しました。

会議に先立ち、令和３年（２０２１年）１２月２５日にオープンした

室蘭市のＤＥＮＺＡＩ環境科学館・室蘭市図書館を見学した後、室蘭市

室ガス文化センターにて会議を行い、当年度の事業計画などを確認しま

した。

ＤＥＮＺＡＩ環境科学館・室蘭市図書館は、令和３年３月３１日に老

朽化のため閉館した、室蘭市青少年科学館と室蘭市立室蘭図書館本館を

受け継ぐ合築施設です。環境科学館では、科学の基礎原理について楽し

く学べるのはもちろん、現在地球全体の課題となっている環境問題や不

要物のリサイクル、再生可能エネルギー活用など、「環境」に関する知

識も身につけることができます。

プラネタリウムでは最新鋭の投影機で、リアリティのある星空や迫力

ある全天周映像を鑑賞しました。広々としてゆったり過せる座席のせい

で、危うく睡魔に襲われるところでした。

終了後には、懇親会も開催し、さらに親睦を深めました。

施設の外観

施設見学の様子

風を体験＝環境科学館

協議会の様子

懇親会の様子
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青年建築士の集い（北見大会）開催
～防災、減災とＤｏはぐ～

５月２０日（土）、北見市北見芸術文化ホールきた・アート21 大練

習室で、青年建築士の集い北見大会が開催され、全道各地から６８名の

青年建築士が参加し、当支部からは亀田 青年委員長が参加しました。

開会後、会場を北見市中心部に移し、防災の観点による「まちある

き」が行われ、短い時間ながら落下物の危険性や建物倒壊による道路の

閉塞、避難場所への経路、浸水予測エリアの把握など建築士の視点から

災害時に役立つ情報の収集を行いました。

会場に戻ったあとは、防災教育カードゲームである避難所運営ゲーム

北海道版（愛称：Ｄｏはぐ）を用いて、まちあるきで収集した気づき、

学びをもとに模擬となる避難所の運営に挑戦しました。素早い判断が求

められる運営で、悩みながらも妥協することで的確に運営を進めること

ができました。その後、まちあるき、またＤｏはぐを行った成果として

ワークショップが開催され、まちあるきから見えた防災マップの作成や

Ｄｏはぐでの意見、感想など、活発な議論が取り交わされていました。

その夜に行われた懇親会は、北見を代表するグルメ「焼肉」を堪能す

るとともに、多くの仲間と語り合うことができる貴重な時間となりまし

た。

避難所運営ゲーム「Ｄｏはぐ」

会場の様子

まちあるきの様子

静岡大会のＰＲ

懇親会の様子
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第２回道南ブロック協議会 開催
～函館西部地区の歴史的建造物を見学しながらまち歩き～

７月８日（土）、本年第２回目となる道南ブロック協議会が函館市で

開催され、亀田 青年委員長が出席しました。

会議に先立ち、函館市の西部地区にある歴史的建造物を見学しながら

まち歩きをした後、函館市地域交流まちづくりセンターにて会議を行い、

各支部の活動経過、計画の報告が行われました。併せて、来年開催の全

道大会日高大会へ向けた準備の進捗状況を報告させていただきました。

函館は1859（安政6）年、横浜、長崎とともに最初に開港し、西欧文化

に開かれた玄関口として栄えてきました。函館山山麓に位置する西部地

区は、異国情緒漂う歴史的な町並みや美しい景観など、和洋をたくみに

交えてデザインされた商家や住宅が建ち並びます。これらの地域を「都

市景観形成地域」に指定しており、 その中でも伝統的建造物が多く集

まっている地区を「伝統的建造物群保存地区」に指定しており、景観の

保全に努めています。

協議会を行った函館市地域交流まちづくりセンターは東北以北最古の

手動式エレベーターのある建物で、貸し会議室の利用とともに、函館に

関する観光情報パンフレットや移住情報の発信も行っています。

終了後には、懇親会を開催し、さらに翌日には塩辛工場の見学を行い、

知見を広げることができました。

函館ハリストス正教会外観

東本願寺函館別院外観

日本最古の観覧車＝函館公園

協議会の様子

塩辛見学＝小田島水産食品㈱
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支部親睦事業パークゴルフ大会 開催
～１８ホールでの熱戦、昼食会で親睦深める～

７月２９日（土）、毎年恒例だった親睦事業として、新冠町西泊津ヒ

ルズパーク・パークゴルフ場にて親睦パークゴルフ大会が開催され、会

員１３名が参加しました。

開会に先立ち、山下支部長の挨拶、ルールの説明が行われました。

その後、参加者は４組に分かれ、およそ１時間で１８ホールをプレー

した後、レ・コードの湯レストランに場所を移し、昼食を楽しみながら、

表彰式を行いました。成績は、次のとおりです。

【順位】１位 村田貞光（新冠） ２位 山下 聡（新ひだか）

３位 木原宗孝（新ひだか） ３位 川上康徳（新ひだか）

３位 亀田 誠（新ひだか） ６位 齋藤智光（新冠）

７位 渡邉 忍（様似） ８位 上田米男（新ひだか）

９位 久保美津之（えりも） 10位 小田 貢（浦河）

10位 池 均（新冠） 12位 八谷龍二（浦河）

13位 古川洋子（様似）

（敬称略）

上田さんの始球式

支部長挨拶

難コースに悪戦苦闘

優勝は村田副支部長

記念撮影の様子
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～田園に浮かぶ都市（まち）から～
～第４５回（一社）北海道建築士会全道大会（北空知大会）に参加～

９月２日（土）、第４５回（一社）北海道建築士会全道大会（北空知大会）が

開催され、山下 支部長、高橋 事務局長、森 理事、亀田 青年委員長、津山 副

委員長、久保 副委員長、渡邉 幹事、隅谷 幹事の８名が出席しました。

式典では、大会実行委員長の川田 北空知支部長が道内３４支部からの参加者な

らびに多くのご来賓に謝意を述べた上で「今年の大会テーマにあるとおり、農業

を基幹産業とした田園風景の広がる北空知の地から、地域資源を活かしたまちづ

くりや持続可能な環境負荷の少ない省エネ住宅の可能性などを発信することで、

地域に活力を与えるような大会にし、さらなる活躍につながることを期待してい

ます。」と歓迎のあいさつに続き、大会長である高野会長は、「今大会では、い

ずれの支部においても大きな命題となっている「持続可能な環境で心豊かなくら

しを」をサブテーマに掲げ、北空知の持つ様々な地域資源、資産を生かしたまち

づくりを、建築士の視点を通して皆様と共に考え、私たちそれぞれの地域の未来

を探るきっかけにしたい。」とあいさつしました。その後、会長表彰、分科会報

告が行われ、式典は滞りなく閉会しました。続いて、独立時計士である菊野 昌

宏（きくの まさひろ）氏による『私の時計作り』と題した基調講演を拝聴しまし

た。

また、青年委員は前日の９月１日（金）に沼田町ほろしん温泉で開催された青

年サミットに出席しました。

本大会及び青年サミットの懇親会の席では来年開催の日高大会について、ＰＲ

を行ってきております。みなさんで地元開催となる大会をぜひ成功させましょう。

式典の様子

懇親会の様子＝青年サミット

菊野昌宏氏の基調講演

雪冷房施設＝Ｃ分科会

日高大会のＰＲ＝懇親会
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第３回道南ブロック協議会 開催
～ウポポイ民族共生象徴空間の見学～

１１月１１日（土）、本年第３回目となる道南ブロック協議会が白老

町で開催され、亀田 青年委員長が出席しました。

会議に先立ち、白老町にあるウポポイ民族共生象徴空間の施設を見学

した後、当施設内で白老町熊谷氏による都市計画に関するご講演を拝聴、

白老町総合保健福祉センターにて会議を行い、各支部の活動経過、計画

の報告が行われました。

ウポポイ（民族共生象徴空間）は、アイヌの歴史・文化を学び伝える

ナショナルセンターとして、長い歴史と自然の中で培われてきたアイヌ

文化をさまざまな角度から伝承・共有するとともに、人々が互いに尊重

し共生する社会のシンボルとして、また、国内外、世代を問わず、アイ

ヌの世界観、自然観等を学ぶことができるよう、必要な機能を備えた空

間です。また、アイヌ文化を振興するための空間や施設であるだけでは

なく、我が国の貴重な文化でありながら存立の危機にあるアイヌ文化の

復興・創造等の拠点として、また、将来に向けて先住民族の尊厳を尊重

し、差別のない多様で豊かな文化を持つ活力ある社会を築いていくため

の象徴として位置づけられています。

終了後には、苫小牧市内での懇親会を開催し、任期終了となる岡嶋ブ

ロック長にねぎらいの花束と迷惑なパキラが贈呈され、これまで以上に

親睦を深めました。

ウポポイ入り口と奇妙なマスコットキャラクター

アイヌ民族博物館

白老町熊谷氏によるご講演

協議会の様子

懇親会の様子
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建築のお仕事体験in様似 開催
～ＷＥＢアプリパズルで住まいを考えよう～

１２月１０日、池 理事、田頭 理事、亀田 青年委員長、久保 副委

員長、渡邉 幹事の５名でミニ建築のお仕事体験を様似町で開催しまし

た。

ＹｏｕＴｕｂｅにて動画を公開していますので、ＱＲコードから動画

をご視聴ください。


